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標本館に対する海外からの地質標本(2)

神戸信和(地質部)

前号では第1番目に昭和51年4月13目に到着した社会

主義人民リビア･アラブ国からの岩石標本を中心にご

紹介した.今回は2番目に昭和51年5月18目に到着し

たボリビア共和国からの岩石標本についてお知らせする.

国名:ボリビア共和国(盈e脚b肚｡f逓｡h平ia)

機関名:ServicioGeo1ogicodeBo1ivia,DepartmentNa･

ci㎝a1deGeo1ogia,MinisteriodeMinasyPetro1-

�

所在地:CaneFedericoZuan01673,Esq.ReyesOrtiz,

�����������癩愀

標本名および産地:

1)“PiedradeComanche"旦Homb1endicQuartzmonzo-

diorite(Syenodiorite)(閃長閃緑岩);CerrOdeComa･

����癩�楡������牴浥�潤����

Rep'ublicdeBolivia産

寄贈標本はボリビアでは“コマンチェ石"(Pieara

deComanche石)といわれラパス州バカヘス県コマン

チェ丘に産出する.岩石学的にはHomb1endicguartz

monzOdiorite(Sy.n.di･｡it･)=閃長閃緑岩に属する.

コマンチェ丘はラパス(L･P･｡)の南南東65kmに位置し

地形的ないし構造地質学的にはアノレティプラｰノ盆地

またはアンデス内帯に属し“コマンチェ石"は新第三

紀の火成活動音こ伴うものであるといわれている.

“コマンチェ石"の研究は数多くのなかでも尺Ko-

zmwsKI･KS班肌IK0wsKI(1934)やp.LJUNG鯛酬(1962)

による研究のほか最近ではボリビア地質調査所(Ser･

∀icioGeo1ogicodeBo1ivia)のWa1doArtu工｡Avi1a

Sa1inas学士により研究がおこなわれ論文“Sobre1a

Gるnesisde1aRocadeComanche,ProvinciaPacajes

de1DepartmentodeLaPaz;Soc.Geo1.Bo1i∀iana(Ana1

IIIConv.Na1.Geo1.),Bo1.20-Agost01973"は彼の立派

放研究業績である.この論文は19頁の本文のほかに

“コマンチェ石"に関するいろいろの分析デｰタの4表

4区および12枚の顕微鏡写真をのせている.

概況:ボリビア共和国は南米大陸のほぼ中央部に位

置する内陸国で西側はペルｰ共和国チリ共和国北

側と東側はプラシノレ連邦共和国南側はアノレゼシチン共

和国パラグアイ共和国とそれぞれ国境を接している国

で総面積は109.9万平方㎞である.
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地形:南米大陸の西端を走るア1/デス山脈は世界

最長の山脈で全長は7200kmに達する.ボリビアは

ア1/デス山脈のほぼ中央部に位置し5,000m～6,000m

級の主要高峯が10におよんでいる.

ボリビアの主要な地形はアンデス造山帯の南北方向に

沿って発達し地質構造と密接な関係を有しボリビア

東部から西部にかけてつぎのように大別されている.
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第2図ボリビアの地形区分(金属鉱業事業団

1976海外地質構造調査報告書から)

1)中央ブラジル層状地

�獣畤�牡��湯�渭

tral)延長部およびベン

ニ平原

2)亜アンデス帯(LaFaja

卵晡�楮�

3)東部アンデス山系(La
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4)アルティプラｰノ盆地お

よび平原=高原地帯(La

����瑩�慮楣�
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5)西部アンデス山系(La

����牡�捩����
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也實:ボリビアの地質は東部のブマゾン河上流の

ブラジル国境地域からサンタクルス東部に延びている中

央ブラジル層状地を構成する先カンブリア紀層をもって

最古とする.先カンブリア紀層を基盤岩としカンブ

リア紀オルドビス紀シルル紀デボン紀石炭紀

二畳紀三畳紀白亜紀第三紀および第四紀の地層に

区分されるがジュラ紀層はまだ発見されていない.

ボリビアには大陸の特徴として内陸性堆積物(Sedi･

m･nt･･Contin㎝ta1･s)カミあり白亜紀以後海退とアン

デスの隆起によるアノレティプラｰノ盆地の内海化により

堆積したきわめて厚い内陸性赤色堆積岩の存在は重要

である.

ボリビアの地質構造火成活動および金属鉱床の生成

は互いに密接な関係にありそれらの特徴から地質構造

的にはアンデス地域はつぎのように大別されている.

1)バラ･アンデス帯(Para･AΩdino)

2)東部オノレト･アンデス帯(Orto･AndinaOriental)

3)アンデス内帯(Inter･Andino)

4)西部オルト･アンデス帯(0rto･AndinoOcc1denta1)

鉱産資源:赤リビアの金属鉱床として重要なものは東

部国境付近における鉄鉱床を除いて大部分アンデス帯

に賦存する.前期中生代鉱化作用はオノレト･アンデス

帯に広くみられ主として金銅タングステンアン

チモン錫および蒼鉛の鉱床を生成し新第三紀鉱化作

用は銀に富む錫鉱床を生成している.金属資源のほか

に亜アンデス帯には石油資源を賦存している.

ボリビアの地質研究:アンデス造山帯の地質解明に貢

献した人々のうちボリビアの地質解明に努力した人力

にふれてみる.古くはA1ciaesalO醐IGwによる1826

年～1832年にわたる野外研究GustavoS肥IN皿州Nや

C.LL-ss6Nによる1881年～1930年にわたる地質･古

生物に関する研究Feaerico且A肌醐LDによる1920年

頃から現在にいたる地質学･鉱物学への貢献Leonara

B跳NLsムによる近年における層位学･古生物学への貢献

は顕著なものである.日本人による貢献は1936年の小

林貞一名誉教授によるボリビアのオルドビス紀の産出化

石に関する研究1970牢から現在にいたる前田四郎教授

を中心とするアンデス造山帯周辺の地質学古生物的研究

成果はきわめて顕著である.地質調査所の発展途上国

への技術協力専門家派遣として1957年に斎藤正雄博士は

ボリビア政府の要請により鉱物資源調査に携わった.

金属鉱業事業団による1971年～1976年にわたるボリビ

ア中部地域･西部地裁に関する海外地質構造調査放らび

に発表成果も重要である.

ボリビアの地質図:全国地質図としては250万分の1

200万分の1150万分の1カミあり全国資源図として

は300万分の1100万分の1がある.さらに地域地

質図としては10万分の1が33枚公刊されている.
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